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劉
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⽂
犃 

以
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支
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配
長
安
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家
以
理
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所
問
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因
A
圖
C
讖
文
一
言
︑

萬
事
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世
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不
可
易
L
天
君
疾
多
災
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愁
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︵
之
︶L
夫
皇
天
以
四
時
為
肢
9
地
以
五
行1

為
體
︒

肢
主
盛
衰
9
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主
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L
部
此
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9
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︵
周
︶
流
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下
9
上
下
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天
下

重
寶
9
為
眾
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戶
L
自
有
固
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9
不
可
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犯
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順
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者
長
吉
9
亂
之
者
天
地
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忤3

L
天
常
讖

法
9
以
南
方
固
為
君
也
L
日
在
南
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為
君
L
火
在
南
方
為
君
L
太
陽
在
南
方
為
君
L
四
時
盛
夏

南
方
為
君
L
五
祀4

竈
在
南
方
為
君
L
五
蔵
心
在
南
方
為
君
L
君
者
当
衣
赤
服
9
火
之
行
也
L

君
有
變
怪5

9
常
與
陽
相
應
9
非
得
與
地
相
應
也
L
日
者
最
明
9
為
眾
光
之
長
9
故
天
常
以
日

占
君
德
盛
衰
L
人
君
之
法
9
當
求
與
仁
者6

同
家
︑
有
心
者
為
理
L
共
理
者
常
當
行
道
而
好
生
L

故
東
方
者
好
生
9
南
方
者
好
養
L
不
仁
不
可
共
理
9
不
明
不
可
為
君
長
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 ﹇
訓
讀
﹈ 

天
讖
⽂
を
以
て
⽀
⼲
と
相
配
し
︑国
家
を
⻑
く
安
ん
ず
に
理
さ
む
る
を
以
て
す
︒問
ふ
所
は
︑

乃
ち
天
地
の
図
讖
⽂
の
⼀
⾔
を
求
索
・
洞
通
し
︑
萬
世
に
易
ふ
る
べ
か
ら
ず
︒
天
君
は
多
災
を

疾
み
︑
愁
苦
す
︒︒
夫
れ
皇
天
は
四
時
を
以
て
肢
と
為
し
︑
地
は
五
⾏
を
以
て
体
と
為
す
︒
肢

は
盛
衰
を
主
り
︑
体
は
規
矩
を
主
る
︒
此
の
九
神
を
部
べ
︑
あ
ま
ね
く
天
下
に
流
り
て
上
下
を

洞
極
し
︑
変
化
し
て
覩
難
し
︒
天
下
の
重
寶
と
な
り
︑
衆
⾨
⼾
と
な
る
︒
⾃
ら
固
常
有
り
︑
妄

に
犯
す
べ
か
ら
ず
︒
之
に
順
へ
ば
⻑
く
吉
く
︑
之
を
乱
さ
ば
天
地
乖
忤
す
︒
天
常
讖
法
︑
南
⽅

を
以
て
固
よ
り
君
と
為
る
な
り
︒⽇
は
南
⽅
に
在
り
て
君
と
為
る
︒⽕
は
南
⽅
に
在
り
て
君
と

為
る
︒
太
陽
は
南
⽅
に
在
り
て
君
と
為
る
︒
四
時
の
盛
夏
は
南
⽅
に
て
︑
君
と
為
る
︒
五
祀
の

竈
は
南
⽅
に
在
り
て
君
と
為
る
︒五
臓
の
⼼
は
南
⽅
に
在
り
て
君
と
為
る
︒君
は
當
に
⾚
服
を

⾐
る
べ
き
は
︑
⽕
の
⾏
な
れ
ば
な
り
︒
君
に
変
怪
が
有
れ
ば
︑
常
に
陽
と
相
応
じ
︑
地
と
相
応

じ
得
る
に
⾮
ざ
る
な
り
︒
⽇
は
最
も
明
る
く
︑
衆
光
の
⻑
と
為
り
︑
故
に
天
は
常
に
⽇
を
以
て

君
徳
の
盛
衰
を
占
ふ
︒
⼈
君
の
法
︑
當
に
仁
者
と
家
を
同
じ
く
す
る
︑
⼼
あ
る
者
は
理
と
為
る

を
求
む
べ
し
︒理
を
共
に
す
る
者
は
常
に
當
に
道
を
⾏
ひ
て
⽣
を
好
む
べ
し
︒故
に
東
⽅
は
⽣

を
好
み
︑
南
⽅
は
養
ふ
を
好
む
︒
仁
な
ら
ざ
れ
ば
︑
理
を
共
に
す
る
べ
か
ら
ず
︑
明
な
ら
ざ
ら

ば
︑
君
⻑
と
為
る
べ
か
ら
ず
︒ 
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﹇
現
代
語
訳
﹈ 

天
の
讖
⽂
を
⼲
⽀
と
相
配
る
こ
と
で
︑
国
を
⻑
く
安
定
さ
せ
て
︑
治
ま
る
︒
そ
れ
を
聞
い
た

と
こ
ろ
に
︑
そ
れ
は
天
地
の
図
︑
讖
⽂
の
⼀
⾔
を
探
し
︑
突
き
通
す
こ
と
で
あ
る
︑
萬
世
で
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
天
君
は
多
く
の
災
難
︑
⺠
の
苦
し
み
を
憎
む
︒
そ
も
そ
も
皇
天
は
四

時
を
⼿
⾜
と
し
︑
地
は
五
⾏
を
体
と
す
る
︒
⼿
⾜
は
盛
衰
を
つ
か
さ
ど
り
︑
体
は
規
矩
を
つ
か

さ
ど
る
︒
 

こ
の
九
神
を
統
率
し
︑
同
じ
く
天
下
の
間
に
流
れ
て
い
る
︒
上
下
洞
極
に
は
︑
変

化
す
る
の
で
は
Ü
き
り
⾒
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒天
下
の
宝
物
と
な
り
︑多
く
の
⾨
⼾
と
な
る
︒

︵
⾃
ら
⼀
定
不
変
で
あ
り
︶︑
み
だ
り
に
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
こ
れ
に
従
え
ば
︑
⻑
く
い

い
状
態
に
な
り
︑
こ
れ
を
乱
せ
ば
︑
天
地
に
逆
ら
う
こ
と
に
な
る
︒
天
常
讖
法
に
よ
れ
ば
︑
南

⽅
が
元
々
君
で
あ
る
︒
⽇
は
南
⽅
に
あ
Ü
て
︑
君
で
あ
る
︒
⽕
は
南
⽅
に
あ
Ü
て
君
で
あ
る
︒

太
陽
は
南
⽅
に
あ
Ü
て
君
で
あ
る
︒四
時
の
真
夏
は
南
⽅
に
あ
Ü
て
君
で
あ
る
︒五
祀
の
竈
は

南
⽅
に
あ
Ü
て
君
で
あ
る
︒五
臓
の
⼼
は
南
⽅
に
あ
Ü
て
君
で
あ
る
︒君
が
⾚
服
を
着
る
べ
き

な
の
は
︑⽕
⾏
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒君
に
災
難
変
異
が
あ
れ
ば
︑常
に
陽
と
相
応
し
︑地︵
陰
︶

と
相
応
し
て
は
い
け
な
い
︒
⽇
は
⼀
番
明
る
く
︑
数
々
の
光
の
君
⻑
で
あ
り
︑
そ
の
た
め
に
︑

天
は
い
つ
も
⽇
に
よ
Ü
て
君
徳
の
盛
衰
を
占
う
︒⼈
君
の
法
則
は
︑仁
者
と
⼀
緒
に
い
る
こ
と

や
︑
⼼
が
あ
る
者
と(

国
を)

を
治
め
る
こ
と
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
︒
と
も
に
︵
国
を
︶
治
め

る
も
の
は
常
に
道
を
⾏
い
⽣
を
好
む
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
た
め
に
︑
東
⽅
は
⽣
を
好
み
︑
南

⽅
は
養
う
こ
と
を
好
む
の
で
あ
る
︒
仁
者
で
な
い
と
︑
⼀
緒
に
︵
国
を
︶
治
め
る
こ
と
は
で
き

ず
︑
賢
明
で
な
い
と
︑
君
⻑
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒ 
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四
時 

五
行
% 

&
尚
書
・
洪
範
, 

一
曰
水
0
二
曰
火
0
三
曰
木
0
四
曰
金
0
五
曰
土
7
水
曰
潤
下
0
火
曰
炎
上
0
木
曰
曲
直
0
金
曰
從
革
0

土
爰
稼
穡
0
潤
下
作
鹹
0
炎
上
作
苦
0
曲
直
作
酸
0
從
革
作
辛
0
稼
穡
作
甘
7 

 

&
孫
子
・
虚
実
, 

故
五
行
無
常
勝
0
四
時
無
常
位
0
日
有
短
長
0
月
有
死
生
7 

 

&
春
秋
繁
露
, 

五
行
之
義  

天
有
五
行
%
一
曰
木
0
二
曰
火
0
三
曰
土
0
四
曰
金
0
五
曰
水
7
木
0
五
行
之
始
也
；
水
0
五
行
之
終

也
；
土
0
五
行
之
中
也
7
此
其
天
次
之
序
也
7
木
生
火
0
火
生
土
0
土
生
金
0
金
生
水
0
水
生
木
0
此
其

父
子
也
7
木
居
左
0
金
居
右
0
火
居
前
0
水
居
後
0
土
居
中
央
0
此
其
父
子
之
序
0
相
受
而
布
7
是
故
木

受
水
0
而
火
受
木
0
土
受
火
0
金
受
土
0
水
受
金
也
7
諸
授
之
者
0
皆
其
父
也
；
受
之
者
0
皆
其
子
也
7

常
因
其
父
以
使
其
子
0
天
之
道
也
7
是
故
木
已
生
而
火
養
之
0
金
已
死
而
水
藏
之
0
火
樂
木
而
養
以
陽
0

水
克
金
而
喪
以
陰
0
土
之
事
火
竭
其
忠
7
故
五
行
者
0
乃
孝
子
忠
臣
之
行
也
7
五
行
之
為
言
也
0
猶
五
行
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與
？
是
故
以
得
辭
也
0
聖
人
知
之
0
故
多
其
愛
而
少
嚴
0
厚
養
生
而
謹
送
終
0
就
天
之
制
也
7
以
子
而
迎

成
養
0
如
火
之
樂
木
也
7
喪
父
0
如
水
之
克
金
也
7
事
君
0
若
土
之
敬
天
也
7
可
謂
有
行
人
矣
7
五
行
之

隨
0
各
如
其
序
0
五
行
之
官
0
各
致
其
能
7
是
故
木
居
東
方
而
主
春
氣
0
火
居
南
方
而
主
夏
氣
0
金
居
西

方
而
主
秋
氣
0
水
居
北
方
而
主
冬
氣
7
是
故
木
主
生
而
金
主
殺
0
火
主
暑
而
水
主
寒
0
使
人
必
以
其
序
0

官
人
必
以
其
能
0
天
之
數
也
7
土
居
中
央
0
為
之
天
潤
7
土
者
0
天
之
股
肱
也
7
其
德
茂
美
0
不
可
名
以

一
時
之
事
0
故
五
行
而
四
時
者
7
土
兼
之
也
7
金
木
水
火
雖
各
職
0
不
因
土
0
方
不
立
0
若
酸
咸
辛
苦
之

不
因
甘
肥
不
能
成
味
也
7
甘
者
0
五
味
之
本
也
；
土
者
0
五
行
之
主
也
7
五
行
之
主
土
氣
也
0
猶
五
味
之

有
甘
肥
也
0
不
得
不
成
7
是
故
聖
人
之
行
0
莫
貴
於
忠
0
土
德
之
謂
也
7
人
官
之
大
者
0
不
名
所
職
0
相

其
是
矣
7
天
官
之
大
者
0
不
名
所
生
0
土
是
矣
7 

 

&
太
平
經
合
校
,
卷
十
八
至
三
十
四
乙
部
不
分
卷 

太
平
經
鈔
乙
部  

安
樂
王
法 

四
時
五
行
守
道
而
行
0
故
能
變
化
萬
物
0
使
其
有
常
也
7
陰
陽
雌
雄
守
道
而
行
0
故
能
世
相
傳
7 

 

&
太
平
經
卷
,
之
四
十 

分
解
本
末
法
第
五
十
三 

夫
天
道
生
物
0
當
周
流
俱
具
0
睹
天
地
四
時
五
行
之
氣
0
迺
而
成
也
7
一
氣
不
足
0
即
輒
有
不
足
也
7
故
本

之
於
天
地
周
流
八
方
也
0
凡
數
適
十
也
7ù
止
û
真
人
寧
解
知
之
不
乎
？
ÿ!
唯
唯
7
善
哉
善
哉
！ 

 2 

九
神
% 

&
太
平
經
合
校
,
卷
九
十
三
己
部
之
八 

敬
事
神
十
五
年
太
平
訣
第
一
百
四
十  

是
故
謹
順
四
時
0
慎
五
行
0
無
使
九
神
戰
也
7
故
當
敬
其
行
而
事
其
神
7
今
天
第
一
上
平
氣
且
至
0
故
教
真

人
敬
四
時
五
行
0
而
令
人
大
小
共
興
用
事
其
神
事
7 

3 

乖
忤
% 

&
漢
書
・
食
貨
志
上
, 

上
下
相
反
0
好
惡
乖
迕
0
而
欲
國
富
法
立
0
不
可
得
也
7
師
古
%
迕
0
違
也
7G
中
華
書
局1962
年1117

頁
K 

 4 

五
祀
% 

&
禮
記
・
月
令
, 

天
子
乃
祈
來
年
於
天
宗
0
大
割
祠
于
公
社
及
門
閭
7
臘
先
祖
五
祀
0
勞
農
以
休
息
之
7
天
子
乃
命
將
帥
講

武
0
習
射
御
角
力
7
鄭
玄
%
此
周
禮
所
謂
蠟
祭
也
7
天
宗
謂
日
月
星
辰
也
7
大
割
大
殺
群
牲
0
割
之
也
7

臘
0
謂
以
田
獵
所
得
禽
祭
也
7
五
祀
0
門
0
戶
0
中
霤
0
竈
0
行
也
7G&
禮
記
正
義
,
中
華
書
局2009

年 

811

頁
K 

 

&
論
衡
・
祭
意
, 

社
稷
0
報
生
萬
物
之
功
0
社
報
萬
物
0
稷
報
五
穀
7
五
祀
0
報
門
0
戶
0
井
0
竈
0
室
中
霤
之
功
0
門
0

戶
0
人
所
出
入
0
井
0
竈
0
人
所
飲
食
0
中
霤
0
人
所
託
處
0
五
者
功
鈞
0
故
俱
祀
之
7 

 5 

變
怪
% 

﹃
太
平
經
合
校
,
卷
八
十
六
己
部
之
一
 
來
善
集
三
道
文
書
訣
一
百
二
十
七   

夫
大
災
異
變
怪
者
0
是
天
地
之
大
談
也
；
中
災
異
變
怪
者
0
是
天
地
之
中
談
也
；
小
災
異
變
怪
者
0
是
天
地

之
小
談
也
7 
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﹃
太
平
經
合
校
,
卷
五
十
丙
部
之
十
六  

去
浮
華
訣
第
七
十
二 

逆
之
則
水
旱
氣
乖
迕
0
流
災
積
成
0
變
怪
不
可
止
0
名
爲
災
異
7
衆
賢
迷
惑
0
不
知
但
逆
氣
0
不
順
時
務
所

爲
也
0
不
可
不
重
慎
哉
7 

 6 

仁
者
% 

﹃
太
平
經
合
校
,
卷
四
十
九
丙
部
之
十
五
 
急
學
真
法
第
六
十
六 

仁
者
0
乃
能
恩
愛
0
無
不
包
及
0
但
樂
施
與
無
窮
極
之
名
字
7 

 

﹃
太
平
經
合
校
,
卷
六
十
五
丁
部
之
十
四 

王
者
賜
下
法
第
一
百 

其
中
大
賢
仁
者
0
常
恐
其
君
老
0
分
別
爲
索
殊
方
異
方
0
還
付
其
帝
王
0
故
當
賜
以
道
書
文
7 

  [

原
文] 

東
方
木
仁
9
南
方
火
明
L
東
方
主
道
9
南
方
主
德
L
道
主
生
9
德
主
養7

L
東
方
為
文
9
龍
見

負
之8

L
南
方
為
章
9
故
正
為
文
章9

也
L
東
方
為
少
陽10

9A«
君
¬C
之
始
生
也
9
故
A«
日
¬C

出
東
方
L
南
方
太
陽
9
君
之
盛
德
明
照
L
少
陽
9
君
之
家
9
木
生
火
也
L
少
陰
為
臣
9
以
義
屈

伏
於
太
陽11

L
故
金
隨
火
屈
折
9︵
佐
⼈
︶
可
欲
為
L
臣
者
常
以
義
屈
折
9
佐
君
欲
為
也
L
故
少

陰
為
臣
9
太
陰
為
民
9
民
流
行
不
止
9
故
似
水
流
行
不
息
L
民
者
9
主
當
為
國
家
王
侯
理
生12

L

故
水
養
木
9
木
者
君
之
家
也
L
天
之
格
讖
9
少
陽
畏
少
陰
L
故
臣
者
9
反
主
錄
國
家
王
侯
官
屬

13

也
L
太
陽
畏
太
陰
9
國
有
道
德
9
而
君
臣
賢
明
9
則
民
從
L
國
無
道
德
9
則
民
叛
也
L
是
故

理
國
之
本
9
民
多
為
富
9
民
少
為
貧
L
天
格
法
9
分
為
六
部
L
東
南
上
屬
天
9
萬
物
生
皆
上
行
L

蚑
行
人
民
皆
出
外
9
属
天
L 

 ﹇
訓
讀
﹈ 

東
⽅
は
⽊
に
し
て
仁
な
り
︑
南
⽅
は
⽕
に
し
て
明
な
り
︒
東
⽅
は
道
を
主
り
︑
南
⽅
は
徳
を

主
る
︒
道
は
⽣
を
主
り
︑
徳
は
養
ふ
を
主
る
︒
東
⽅
は
⽂
為
り
︑
⿓
⾒
れ
て
之
を
負
ふ
︒
南
⽅

は
章
為
り
︑
故
に
正
に
⽂
章
を
為
す
︒
東
⽅
は
少
陽
為
り
︑
君
の
始
め
て
⽣
ま
る
る
な
り
︑
故

に
⽇
は
東
⽅
よ
り
出
づ
︒
南
⽅
は
太
陽
な
り
︑
君
の
盛
徳
明
照
す
︒
少
陽
は
︑
君
の
家
な
り
︑

⽊
は
⽕
を
⽣
ず
る
な
り
︒
少
陰
は
⾂
為
り
︑
義
を
以
て
太
陽
に
屈
伏
す
︒
故
に
⾦
は
⽕
に
随
ひ

て
屈
折
し
︑
⼈
の
欲
為
に
佐
け
る
な
り
︒
⾂
は
常
に
義
を
以
て
屈
折
し
︑
君
の
欲
為
に
佐
け
る

な
り
︒
故
に
︑
少
陰
は
⾂
為
り
︑
太
陰
は
⺠
為
り
︑
⺠
は
流
⾏
し
て
⽌
ま
ら
ず
︑
故
に
⽔
の
流

⾏
し
て
息
ま
ざ
る
に
似
る
︒⺠
は
︑国
家
王
侯
の
理
⽣
の
為
に
主
當
す
︒故
に
⽔
は
⽊
を
養
い
︑

⽊
は
君
の
家
な
り
︒
天
の
格
讖
︑
少
陽
は
少
陰
を
畏
る
︒
故
に
⾂
は
︑
反
Ü
て
国
家
王
侯
の
官
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属
を
主
録
す
︒
太
陽
は
太
陰
を
畏
る
︒
国
に
道
徳
有
り
て
君
⾂
賢
明
な
ら
ば
︑
則
ち
⺠
従
ふ
︒

国
に
道
徳
無
け
れ
ば
︑
則
ち
⺠
叛
く
な
り
︒
是
故
に
理
国
の
本
︑
⺠
多
く
ば
富
む
と
為
り
︑
⺠

少
な
く
ば
貧
と
為
る
︒
天
の
格
法
は
︑
分
か
れ
て
六
部
為
り
︒
東
南
上 

天
に
属
し
︑
萬
物
⽣

ま
れ
て
皆
上
⾏
す
︒
蚑
⾏
︑
⼈
⺠
皆
外
に
出
て
︑
天
に
属
す
︒ 

 ﹇
現
代
語
訳
﹈ 

東
⽅
は
⽊
は
仁
で
あ
り
︑
南
⽅
は
⽕
で
明
で
あ
る
︒
東
⽅
は
道
を
つ
か
さ
ど
り
︑
南
⽅
は
徳

を
つ
か
さ
ど
る
︒
道
は
⽣
を
つ
か
さ
ど
り
︑
徳
は
養
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
︒
東
⽅
は
⽂
で
あ

り
︑
⿓
が
現
れ
て
そ
れ
を
背
負
う
︒
南
⽅
は
章
で
あ
り
︑
そ
の
た
め
︑
ま
さ
に
⽂
章
を
つ
く
り

だ
す
︒
東
⽅
は
少
陽
で
あ
り
︑
君
が
そ
こ
か
ら
始
め
て
⽣
ま
れ
る
︒
そ
の
た
め
︑
⽇
は
東
⽅
か

ら
昇
る
の
で
あ
る
︒
南
⽅
は
太
陽
で
あ
り
︑
君
の
盛
徳
は
明
る
く
輝
い
て
い
る
︒
少
陽
は
︑
君

の
家
族
で
あ
り
︑
⽊
は
⽕
を
⽣
じ
る
︒
少
陰
は
⾂
で
あ
り
︑
義
の
た
め
に
太
陽
に
屈
伏
す
る
︒

そ
の
た
め
︑
⾦
は
⽕
に
従
Ü
て
屈
伏
し
︑
⼈
の
や
り
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
る
︒
⾂
は
常
に
義
の

た
め
に
屈
伏
し
︑
君
の
や
り
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
る
︒
そ
の
た
め
︑
少
陰
は
⾂
で
あ
り
︑
太
陰

は
⺠
で
あ
る
︒⺠
は
動
い
て
⽌
ま
ら
な
い
か
ら
︑⽔
の
絶
え
ず
流
れ
動
い
て
い
る
状
態
に
似
て

い
る
︒
⺠
は
国
家
王
侯
た
め
に
務
め
る
︒
そ
の
た
め
⽔
は
⽊
を
養
い
︑
⽊
は
君
の
家
で
あ
る
︒

天
の
格
讖
に
よ
る
と
︑少
陽
は
少
陰
を
恐
れ
る
︒そ
の
た
め
⾂
は
返
Ü
て
国
家
王
侯
の
官
吏
を

採
録
す
る
︒
太
陽
は
太
陰
を
恐
れ
︑
国
に
道
徳
あ
り
︑
そ
し
て
君
⾂
が
賢
明
で
あ
れ
ば
︑
⺠
は

従
う
︒
国
に
道
徳
が
な
け
れ
ば
︑
⺠
は
背
く
︒
で
あ
る
国
を
治
め
る
根
本
は
︑
⺠
が
多
け
れ
ば

豊
か
に
な
り
︑
⺠
が
少
な
け
れ
ば
貧
し
く
な
る
︒
天
の
格
法
は
︑
分
か
れ
て
六
部
と
な
Ü
て
い

る
︒
東
南
は
上
天
に
属
し
︑
萬
物
は
⽣
ま
れ
て
皆
上
に
⾏
く
︒
蛇
の
よ
う
な
動
物
︵
爬
⾍
？
︶

⼈
間
皆
外
に
出
て
︑
天
に
属
す
︒ 

 

 
7 

東
方
主
道
0
南
方
主
德
7
道
主
生
0
德
主
養 

% 

&
老
子
,51

章 

道
生
之
0
德
畜
之
0
物
形
之
0
勢
成
之
7
是
以
萬
物
莫
不
尊
道
而
貴
德
7
道
之
尊
0
德
之
貴
0
夫
莫
之
命

常
自
然
7
故
道
生
之
0
德
畜
之
；
長
之
育
之
；
亭
之
毒
之
；
養
之
覆
之
7
生
而
不
有
0
為
而
不
恃
0
長
而

不
宰
0
是
謂
玄
德
7 

 

8  

見
龍
負
之
% 

&
周
易
正
義
・
乾
, 

九
二
見
龍
在
田
0
利
見
大
人
7 

 

9  

文
章 
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﹃
太
平
經
合
校
,
卷
六
十
五
丁
部
之
十
四
 
王
者
賜
下
法
第
一
百  

文
者
生
於
東
0
明
於
南
0
故
天
文
生
東
北
0
故
書
出
東
北
0
而
天
見
其
象
7
虎
有
文
0
家
在
寅
；
龍
有

文
0
家
在
辰
；
負
而
上
天
0
離
爲
文
章
在
南
行
7
故
三
光
爲
文
0
日
最
大
明
7
故
文
者
生
於
東
0
盛
於
南 

 

1
0  

少
陽 

太
陽 

太
陰 
少
陰
% 

&
漢
書
・
暦
律
志
上
, 

咸
有
五
象
0
其
義
一
也
7
以
陰
陽
言
之
0
大
陰
者
0
北
方
7
北
0
伏
也
0
陽
氣
伏
於
下
0
於
時
為
冬
7

冬
0
終
也
0
物
終
臧
0
乃
可
稱
7
水
潤
下
7
知
者
謀
0
謀
者
重
0
故
為
權
也
7
大
陽
者
0
南
方
7
南
0
任

也
0
陽
氣
任
養
物
0
於
時
為
夏
7
夏
0
假
也
0
物
假
大
0
乃
宣
平
7
火
炎
上
7
禮
者
齊
0
齊
者
平
0
故
為

衡
也
7
少
陰
者
0
西
方
7
西
0
遷
也
0
陰
氣
遷
落
物
0
於
時
為
秋
7
秋
0
胆
也
0
物
呙
斂
0
乃
成
孰
7
金

從
革
0
改
更
也
7
義
者
成
0
成
者
方
0
故
為
矩
也
7
少
陽
者
0
東
方
7
東
0
動
也
0
陽
氣
動
物
0
於
時
為

春
7
春
0
蠢
也
0
物
蠢
生
0
乃
動
運
7
木
曲
直
7
仁
者
生
0
生
者
圜
0
故
為
規
也
7
中
央
者
0
陰
陽
之

內
0
四
方
之
中
0
經
緯
通
達
0
乃
能
端
直
0
於
時
為
四
季
7
土
稼
嗇
蕃
息
7
信
者
誠
0
誠
者
直
0
故
為
繩

也
7
五
則
揆
物
0
有
輕
重
圜
方
平
直
陰
陽
之
義
0
四
方
四
時
之
體
0
五
常
五
行
之
象
7
厥
法
有
品
0
各
順

其
方
而
應
其
行
7
職
在
大
行
0
鴻
臚
掌
之
7 

 

1
1 

以
義
屈
伏
於
太
陽
% 

&
論
衡
・
問
孔
, 

五
常
之
道
0
仁
0
義
0
禮
0
智
0
信
也
7
五
者
各
別
0
不
相
須
而
成
0
故
有
智
人
0
有
仁
人
者
；
有
禮

人
0
有
義
人
者
7
人
有
信
者
未
必
智
0
智
者
未
必
仁
0
仁
者
未
必
禮
0
禮
者
未
必
義
7
子
文
智
蔽
於
子

玉
0
其
仁
何
毀
？
謂
仁
0
焉
得
不
可
？ 

 

﹃
太
平
經
合
校
,
卷
一
百
五
十
四
至
一
百
七
十
癸
部
不
分
卷 

七
事
解
迷
法 

今
此
上
德
0
仁
0
義
0
禮
0
文
0
法
0
武
七
事
各
異
治
0
俱
善
有
不
達
0
而
各
有
可
長
0
亦
不
可
廢
0
亦

不
可
純
行
7 

 

1
2 

理
生
% 

&
抱
朴
子
・
外
篇
・
守
塉
, 

進
則
侶
鴻
鸞
以
振
翮
0
退
則
叄
陶
白
之
理
生
0
仕
必
霸
王
0
居
必
千
金 

治
生
% 

&
史
記‧

淮
陰
侯
列
傳
,G
韓
信
K 

始
為
布
衣
時
0
貧
無
行
0
不
得
推
擇
為
吏
0
又
不
能
治
生
商
賈
0
常
從
人
寄
食
飲
7 

 1
3 

官
屬
% 

&
周
禮
・
天
官
・
大
宰
, 

一
曰
官
屬
0
以
舉
邦
治
7
鄭
玄
%
官
屬
0
謂
六
官
0
其
屬
各
六
十
7G&
周
禮
註
疏
,
中
華
書
局2009

年
01389

頁
K 
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太
平
經
合
校
卷
六
十
九
戊
部
之
一 

太
平
經
卷
之
六
十
九 

 
 
 
 

天
讖
支
干
相
配
法
第
一
百
五 

真
人
再
拜
曰
A
B
愚
賤
生
緣
天
師
常
待
之
以
赤
子
之
分
N
恩
愛
洽
著
N
倉
皇
得
旦
夕
進
見
N
天
功
至
大
N

不
可
謝
`
今
欲
復
有
質
問
密
要
N
天
之
祕
要
N
又
不
敢
卒
言

ǹB
平
道
之
N
子
既
爲
天
問
事
N
當
窮
竟
N
不

得
中
棄
而
止
也

ǹB
唯
唯
`
愚
生
見
天
師
所
說
N
無
有
窮
極
時
也
`
迺
後
弟
子
俱
天
覺
承
知
N
天
師
深
洞
知

天
地
表
裏
陰
陽
之
精
N
諸
弟
子
恐
一
旦
與
師
相
去
N
無
可
復
於
質
問
疑
事
N
故
觸
冒
不
嗛
N
問
可
以
長
久
安

國
家
之
讖
N
令
人
君
常
垂
拱
而
治
N
無
復
有
憂
`
但
常
當
響
琴
瑟
N
作
樂
而
遊
N
安
若
天
地
也
N
無
復
有
危

時
N
豈
可
聞
乎
哉
²
nB
然
N
諸
真
人
思
精
進
乎
²
深
眇
哉
N¶
起
¸
所
問
N
迺
求
索
洞
通
天
地
之
圖
讖
文
N

一
言
迺
萬
世
不
可
易
也
`
天
公
疾
多
災
愁
苦
之
N¶
止
¸
迺
使
諸
真
人
來
問
疑
乎
²
nB
諾

ǹB
且
爲
真
人
具

說
天
之
規
矩
大
要
N
祕
文
訣
令
N
使
其
□
□
N
真
人
自
隨
而
記
之

ǹB
唯
唯

ǹB
然
N¶
起
¸
夫
皇
天
迺
以

四
時
爲
枝
N
厚
地
以
五
行
爲
體
N
枝
主
衰
盛
N
體
主
規
矩
`
部
此
九
神
N
周
�
天
下
N
上
下
洞
極
N
變
化
難

睹
`
爲
天
地
重
寶
N
爲
衆
神
門
戶
`
自
有
固
常
N
不
可
妄
犯
N
順
之
者
長
吉
N
亂
之
者
長
與
天
地
乖
仵
¶̀
止

ņ

B
唯
唯
`
願
聞
其
意
N
豈
可
睹
耶
²
nB
善
哉
N
諸
真
人
言
也
`
方
爲
子
具
道
之
N
但
俱
自
精
N
安
坐
思
吾

言

ǹB
唯
唯

ǹ 

¶
起

B̧
天
常
讖
格
法
N
以
南
方
固
爲
君
也
`
故
日
在
南
方
爲
君
也
N
火
在
南
方
爲
君
N
太
陽
在
南
方
爲

君
N
四
時
N
盛
夏
在
南
方
爲
君
N
五
祀
N
灶
在
南
方
爲
君
N
五
藏
N
心
在
南
方
爲
君
`
君
者
N
法
當
衣
赤
N

火
之
行
也
`
是
故
君
有
變
怪
N
常
與
陽
相
應
N
非
得
與
他
行
相
應
也
`
陽
者
日
最
明
N
爲
衆
光
之
長
N
故
天

讖
常
以
日
占
君
盛
衰
也
`
真
人
知
之
耶
²
nB
唯
唯
N
行
知
之
矣
`
人
君
之
法
N
常
當
求
與
仁
者
同
家
N
有

心
者
爲
治
`
其
可
與
共
爲
治
者
N
常
當
行
道
而
好
生
`
小
小
幼
弱
N
於
其
長
臣
賢
成
器
者
N
君
當
養
之
N
不

宜
傷
也
`
故
東
方
者
好
生
N
南
方
者
好
養
`
夫
不
仁
用
心
N
不
可
與
長
共
事
N
不
明
N
不
可
以
爲
君
長
`
故

東
方
者
木
仁
有
心
N
南
方
者
火
明
也
`
夫
天
法
N
帝
王
治
者
常
當
以
道
與
德
N
故
東
方
爲
道
N
道
者
主
生
D

南
方
爲
德
N
德
者
主
養
N
故
南
方
主
養
也
`
治
者
N
當
象
天
以
文
化
N
故
東
方
爲
文
N
龍
見
負
之
也
`
南
方

爲
章
N
故
正
爲
文
章
也
`
¶
止
¸
章
者
N
大
明
也
N
故
文
生
於
東
N
明
於
南
`
故
天
文
者
N
赤
也
N
赤
者
N

火
也
`
仁
與
君
者
動
上
行
N
日
當
高
明
N
爲
人
作
法
式
`
故
木
與
火
動
者
N
輒
上
行
也
N
君
之
象
也
`
故
居

東
N
依
仁
而
上
N
其
治
者
故
當
處
南

¶̀
起
¸
故
東
方
爲
少
陽
N
君
之
始
生
也
N
故
日
出
於
東
方
也
`
南
方

爲
太
陽
N
君
之
盛
明
也
`
少
陽
爲
君
之
家
及
父
母
N
太
陽
爲
君
之
身
N
君
之
位
也
`
少
陽
爲
君
之
家
N
木
爲

火
之
父
母
N
君
以
少
陽
爲
家
N
火
稱
木
之
子

¶̀
止
¸
真
人
知
之
耶
²
nB
唯
唯

ǹB
子
已
知
之
矣

¶̀
起
¸

少
陰
爲
臣
N
臣
者
以
義
屈
折
N
伏
於
太
陽
`
故
金
隨
火
屈
折
N
在
人
可
欲
N
爲
臣
者
常
以
義
屈
折
N
佐
君
可

欲
爲
也
N
故
少
陰
稱
臣
也

¶̀
止
¸
真
人
知
之
耶
²
nB
唯
唯

ǹ 

 

B
¶
起
¸
太
陰
爲
民
N
民�

行
而
不
止
`
故
水�

行
而
不
知
息
也
`
民
者
N
職
當
主
爲
國
家
王
侯
治
生
`

故
水
者
N
當
隨
生
養
木
也
`
東
方
者
N
君
之
家
也
¶̀
止
¸
真
人
知
之
耶
²
nB
唯
唯

ǹB
行
N
子
已
知
之
矣

ǹ 

 

B¶
起
¸
天
之
格
讖
N
少
陽
者
畏
少
陰
`
故
臣
者
N
反
主
錄
國
家
王
侯
官
屬
也
`
太
陽
畏
太
陰
N
是
故
國

有
道
與
德
N
而
君
臣
賢
明
N
則
民
從
也
`
國
無
道
德
N
則
民
叛
也
`
是
故
治
國
之
大
要
N
以
多
民
爲
富
N
少

民
爲
大
貧
困

¶̀
止
¸
諸
真
人
曉
知
之
耶
²
nB
唯
唯

ǹB
行
N
已
覺
矣

ǹ 

 

B¶
起
¸
天
之
格
法
N
分
爲
六
部
`
東
南
上
屬
於
天
N
故
萬
物
生
皆
上
行
N
蚑
行
人
民
皆
出
處
外
也
N
屬

於
天
`
故
天
爲
之
色
N
外
蒼
象
木
N
內
赤
象
火

¶̀
止
¸
真
人
知
之
耶
²
nB
唯
唯

ǹB
行
N
已
曉
矣

ǹ 


